
２０２１年度 ⻭学部卒業式  学 ⻑ 式 辞 

 

東京医科⻭科⼤学 ⻭学部 を卒業される皆さん ご卒業 誠におめでとうございます。 

 

コロナウイルス感染症の影響により、授業のオンライン化をはじめ、様々な⾏事の

中⽌などを余儀なくされ、皆さんにとって予期せぬ学⽣⽣活となったことと思いま

す。 

 皆さんは、実習が本格化する時が、感染拡⼤の時期に重なり、多⼤な不便を被られ

たと思います。また、国家試験受験に際しても感染への細⼼の配慮が求められ、精神

的な負担も⼤きかったと思います。 

 その皆さんが困難を乗り越えてここに晴れの卒業式を迎えられたこと、列席の役

員、学部⻑をはじめとする教職員⼀同とともに⼼からお祝い申し上げます。 

 

また、本⽇は感染対策のため会場にお招きすることは叶いませんでしたが、⼊学以

来 ご⽀援を頂いたご家族・関係者の皆様に、⼼より御礼申し上げます。 

 

 本学は2022年度、すなわちこの4⽉から指定国⽴⼤学法⼈となります。東⼤、東北

⼤、阪⼤、京⼤などに混じって、医系の国⽴⼤学として唯⼀認定されました。我が国

の教育・研究をリードする⼤学という意味であり、指定国⽴⼤学法⼈の申請書には本

学の今後10年以上に渡る基本的な⽅向性が記されています。 

 

 卒業式にあたって皆さんにその内容をご紹介したいと思います。なぜなら、その中

には、とりわけ⻭科にとって重要なことが盛り込まれているからです。 

 

 まず統⼀テーマは 「世代を超えて地球・⼈類のトータル・ヘルスケアを実現す

る」 です。そして、三つの重点研究領域、再⽣、難病、⼝腔科学を、データサイエ

ンスで横串を通す仕組みになっています。 

 昨年の10⽉に⻭学部附属病院は医学部附属病院と⼀体になり東京医科⻭科⼤学病院

になりました。これはこのトータルヘルスケアの実現に向けた布⽯でもあります。 

 



 話は変わりますが、⻭学部の皆さんの先輩たちの中から⼆⼈をご紹介したいと思い

ます。 

かつて⻭の治療のほとんどが「⾦や銀など⾦属を使った⻭の修復」であった時代が

ありました。現に⾼齢者の⻭科治療に携わった皆さんは実物を⾒ることも多いと思い

ます。これが過去の遺物になりつつあるのは、コンポジットレジンの社会実装による

ためです。すなわち、⽔分を多く含むエナメル質や象⽛質と接着する有機材料の画期

的な開発です。 

皆さんが臨床実習で経験した接着の技術の開発者は、昨年亡くなった本学名誉教授

の中林宣男先⽣であることをご紹介したいのです。 

もうひと⽅は、ご健在です。⽂化功労者にも顕彰された須⽥⽴雄先⽣です。全⾝疾

患でもある⾻粗鬆症の治療の礎になったのは、先⽣の⾻代謝の研究です。 

 

 先ほど触れた指定国⽴⼤学として⽬指す トータルヘルスケアの中の⼝腔科学分野

においては、⻭学科卒業の皆さんは勿論、デジタルデンティストリーに象徴される⼯

学専攻の卒業⽣の活躍の場も増えます。さらに、予防・衛⽣の観点から衛⽣学専攻卒

業の皆さんの重要性も増していくと考えています。今ご紹介した輝かしい先輩たちを

超えて、皆さんは⼒を合わせ、医学部卒業⽣とも⼀体となって、より良いトータルヘ

ルスケアの診療・研究・教育に進んで頂きたいのです。 

 

 東京医科⻭科⼤学は、今後も皆さんを将来にわたり⾒守り応援して参ります。 

皆さんの幸せな将来を教職員⼀同祈念しつつ、お祝いの⾔葉と致します。 

本⽇は誠におめでとうございます。 
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